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No.263 号 平成 23 年 1 月付 
 

平
成
23
年
の
新
春
を
迎
え
、
皆
様
に
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
日
夜
問
わ
ず
災
害
対

応
活
動
及
び
火
災
予
防
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
宇
城
管
内
で
は
梅
雨
時
期
の
集
中
豪

雨
や
台
風
の
上
陸
も
な
く
、
幸
い
に
も
大
き
な
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

ま
た
、
火
災
件
数
も
53
件
で
一
昨
年
の
60
件
よ
り
減
少
に
転
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
管
内
あ
げ
て
消
防
団
を
は
じ
め
防
災
関
係
者
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
に
向
け
た
活
動
を
含
め
、
予
防

行
政
の
取
り
組
み
の
成
果
で
あ
っ
た
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

し
か
し
、
昨
年
１０
月
20
日
鹿
児
島
県
奄
美
地
区
で
発
生
し
ま
し
た

豪
雨
災
害
は
皆
様
の
記
憶
に
新
し
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
自
然
災
害
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
な
ど
、
様
々
な
要
因
で
今
後
も

多
発
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
消
防
本

部
も
過
去
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
各
関
係
機
関
と
協

力
・
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
消
防
の
使
命
遂
行
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。 

職
員
の
皆
様
も
総
力
を
結
集
し
て
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
業
務

に
精
励
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。 

結
び
に
本
年
が
災
害
の
な
い
平
穏
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
し

ま
す
と
と
も
に
、
職
員
と
ご
家
族
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。 
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地地地
域域域
ののの

安安安
全全全
・・・
安安安
心心心
ををを

！！！！！！   
 

消防長  橘 忠義 

 
連合長 篠﨑 鐵男 

 

年頭のごあいさつ 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

消
防
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
家
族
共
々
お
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

旧
年
中
は
住
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
躍
を
い
た
だ
き
大

変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、
年
末
年
始
も
昼
夜
を
問
わ
ず
勤

務
を
さ
れ
た
消
防
職
員
の
皆
さ
ん
も
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す
。 

  

さ
て
、
今
年
熊
本
県
の
一
番
の
話
題
は
、
三
月
の
九
州
新
幹
線

全
線
開
通
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
宇
城
地
域
に
お
き
ま
し

て
も
、
観
光
面
は
も
と
よ
り
経
済
面
、
環
境
面
に
お
い
て
変
革
の

チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
さ
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の

「
環
境
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
宇
城
地
域
の
活
力
創
生
を
進
展
さ

せ
よ
う
と
、
現
在
市
や
町
の
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

 

消
防
職
員
の
皆
さ
ん
も
、
消
防
行
政
を
取
り
巻
く
様
々
な
情
勢
を

的
確
に
見
据
え
、
変
革
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
広
域
行
政
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
皆
さ
ん
が
住
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
、
な
お
一
層

の
活
躍
を
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

住住住
民民民
ののの
信信信
頼頼頼
ににに
応応応
えええ
ててて   

一一一
層層層
ののの
活活活
躍躍躍
ををを
！！！   



 

 

 

      
  

“火
の
用
心 

” 

お
願
い
し
ま
～
す 

松合小学校少年消防クラブ

 

花園幼稚園幼年消防クラブ 

まこと幼稚園幼年消防クラブ 

中中中央央央ブブブロロロッッッククク消消消防防防広広広域域域化化化協協協議議議会会会だだだよよよりりり   
          消防司令補 谷川英明 

 中央ブロック消防広域化協議会は、消防体制の充実

強化を図るとともに住民サービスの一層の向上を図る

ことを目的に、平成 24 年度末の広域化実現を目指し設

立されています。構成本部は、熊本市消防局・上益城

消防組合消防本部・高遊原南消防本部、そして当本部

の４消防本部です。組織としては、協議会（構成市町

村長等）・幹事会（構成市町村の消防担当課長及び消防

長等）・専門部会（総務・警防・予防・通信担当課長等）

が設置され、協議会会長は、幸山熊本市長です。事務

局は、各本部より 1 名の計 4 名で、当初、消防局にお

いて週 1 回のペースで検討・事務を行っていましたが、

昨年の 9 月から城南町の総合支所（旧城南町役場）３

階に協議会事務所を構え週２回ほど事務を行ってきま

した。第３回幹事会を２月上旬に開催することをめざ

して、１月からは資料作成のため、協議会事務所勤め

が多くなる見込みです。肝心の内容については、次回

に回したいと思います。 
 
中央ブロック事務局 

★℡  ０９６４－５３－９９２１ 
★FAX      ５３－９９３１ 
 ★メールアドレス 

c.b-kumamoto@cocoa.ocn.ne.jp 

小木保育園幼年消防クラブ 

 消消消防防防救救救急急急無無無線線線デデデジジジタタタルルル化化化移移移行行行だだだよよよりりり   
              消防司令補 中山一己 

平成 15 年に電波法等が改正され、消防救急無線がアナロ

グ方式（150ＭＨｚ帯）からデジタル方式（260ＭＨｚ帯）

へ移行することになりました。また、現在のアナログ方式の

使用期限が平成 28 年５月 31 日までとなりました。 
平成 17 年から県内消防本部の通信指令課関係者による協

議会等において移行についての話し合いが行われてきまし

た。平成 19 年からは総務担当者も加わり検討が行なわれて

きました。そして平成 23 年４月から県内消防本部共同によ

るデジタル化移行へ向けた基本設計を作成することになり

ます。基本設計の内容は、無線基地局の位置及び設置数、無

線のチャンネルプラン等を決定することです。当本部では５

基地局（北署・南署・美里分署・雄岳山・戸馳）と３波のチ

ャンネルプラン（救急用周波数２波・消防用周波数１波）を

予定しています。 
今後の予定としては、平成 24 年度に実施設計（基地局の

詳細な設計等）に入り、平成 25・26 年度の２年間で整備（基

地局の設置・車載無線の搭載等）を行い、平成 27 年度内に

は運用開始となります。デジタル無線の整備後は、試験運用

あるいは県内消防本部の整備状況を見ながらの完全移行と

なるために、アナログとデジタルの混在した状況での運用を

強いられることになります。 
参考までに、本事業は８億円前後の予算が必要であるとの

概算の数字が出ています。 
 

 

松合小学校少年消防クラブ 

 

寒
さ
が
厳
し
い
中
、
宇
城
管
内
の
幼

年
・
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
火
の
用

心
呼
び
か
け
や
夜
警
中
の
消
防
団
員
へ

の
激
励
等
が
元
気
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
こ
と
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、

松
橋
町
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
「
師
走
の
あ
わ
た
だ
し
い
中
に

も
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
！
」
と
買

い
物
中
の
お
客
さ
ん
へ
チ
ラ
シ
を
配
り

な
が
ら
呼
び
か
け
る
と
、
か
わ
い
い
ク
ラ

ブ
員
に
笑
顔
で
「
は
い
」
と
答
え
て
い
ま

し
た
。 

 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 曜 行　　事 場所

本部

南署

20 木 被評価者研修 南署

火 平成22年度熊本市国民保護協議会 熊本市

　　　○　Ｈ22.9.8～Ｈ23.3.23　八十田憲一　　

　★　研修・入校・派遣等

1月の行事 12月の災害統計

昨年同期 60

火　災

18

21 金

30 日 城南町まな防災

所属長会議

評価者研修

12 水 連合

15 土 美里町 ‘＋412 ‘＋8うき防災フェアin美里

109指名審査会・運営会議

11 火 本部 Ｈ22.12.31現在

4 火
仕事始め式・辞令交付式

増減数 -7

救　急

6,599

6,187

連合長特別点検

第2回衛生委員会会議

救　助

117

本部

53

　　　○　Ｈ23．1．18～Ｈ23.3.16　吉田章弘・山口　博　　

ちゃんと向き合おう人権（№３） 
それは、本当に 

“正しいこと”でしょうか。 
昔から続く風習や言い伝えの中にも、大切なこと

は、たくさんあります。 
しかし、迷信や因習、さらには人のうわさ話など、 

非合理的な考え方や根拠のないものを、 
無批判に受け入れることは危険なことでも 
あります。 
そうしたことが、同和問題をはじめとする 
さまざまな差別を生むことにもつながるからです。 
「みんながそうするから正しいだろう」「昔から言

われているから…」と、世間体を気にしたり、疑い

もなく同調したりする無責任な言動は、 
誰かの存在を否定したり、誇りを傷つけたりしてい

るかもしれません。 
うわさなどを無批判に受け入れず、 

物事を正しく知ることが大切です。 
いわれのない差別を受け入れることなく、 
誰もがしあわせに暮らせる社会へ。 
人権問題を正しく理解することからはじめましょ

う。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 生年月日 H22．12．６    
★ 体重 3,392ｇ 
花が似合う様なピュアな女の子に 
なってほしいです(^^) 
 

おおお誕誕誕生生生おおおめめめでででとととううう！！！   

北署美里分署2 係 植田浩太 消防士 

長女 植田 花菜（はな）ちゃん 

渡
邊
・
髙
山
両
氏
、祝
賀
会
開
催
！ 

 

12
月
17
日
、
松
橋
町
に
お
い
て
渡
邊
正
孝
氏
・
髙
山

正
辰
氏
の
「
危
険
物
業
務
従
事
者
叙
勲
」
瑞
宝
章
受
章

祝
賀
会
が
宇
城
消
防
Ｏ
Ｂ
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
。 

「
東
京
消
防
庁
に
所
属
し
て
い
た
と
き
、
と
も
に
現
場

活
動
し
た
隊
長
と
放
水
長
の
死
が
記
憶
に
残
っ
て
い

る
」
と
は
、
渡
邊
元
消
防
長
。
ま
た
、
高
山
元
総
務
課

長
は
、「
戸
口
の
大
火
や
松
合
の
高
潮
災
害
等
が
記
憶
深

い
」
と
、
話
さ
れ
た
。 

渡邊元消防長↑  ↑高山元総務課長 

思思思   いいい   愛愛愛（（（あああいいい）））   



 

 

 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「うさぎ年生まれ」の方々の 
抱負を伺いました。 
 

●「執着からの脱却」。「あるが

まま 市井の中でなき兎」。平凡

に生き抜く。▲「消防精神」考 
消防の業務を立派に遂行してい

くには、各人にしっかりした消

防精神が必要である。その根本

となるものは、「人類愛」と「郷

土愛」である。（木下） 
 
 

★高田弘元 
●この１年、健康で頑張ります！ 
▲メタボ解消!! 
 

★久具山浩幸 

●どーも、12 の倍数の時だけ年男になり

ます。肉体と精神のシンクロ率は年々低下

してますが、逃げちゃダメだ（３回繰り返

し）と奮い立ち、初老機、発進！（久具山） 

★中川博満  

●月日が経つのが年々早く感じられるよう

になり、今年で 36 歳↓（気持ちは 20 歳↑…）

「初心忘れるべからず」何事にも前向きに取

り組み、地域のために家族のためにこれから

も頑張っていきたいと思います。（中川） 
 

★福永智美 

●「初心に帰り、ガムシャラに！」

です。隔日勤務も、もうすぐ 2 年に

なりますが、細部まで気遣っていた

だき感謝します。支えられている職

場で、“私も男性に負けないぞ”と

いう気持ちです。今年も明るく笑顔

で頑張りますピョン！（福永） 

★橋本幸生 
●健康第一で頑張りま～す！ 
▲救助隊としての知識・技術の向

 

★中山岩雄 
●今回で５回目の年男になりましたが、職

場では最後の奉仕年となりましたので、一

期一会を大切にしてピョンピョンはねて行

きたいと思います。 
▲高校審判をやらせていただいています

が、大学野球の審判員をやらせてもらえる

よう基本から頑張っていきたいと思いま

す。 

★吉村正和 
還暦を迎え、アルコールをちょっ

と控えて心身共にリセット！ 
 

★釜賀浩幸  
●「笑って過ごす」「怒らない！」 
 

★境 浩之 
●「身辺整理」・・・かなぁ（笑） 
▲H.D でのロンツーで～す!! 

★小畑憲司 
●▲子供をたくさん作ることです。(笑) 

★村﨑 透 
●今年一年、病気をせず健康に過ごすこと。 

★木下幹雄  
●故障（ケガ）をしない。 

★澤田一洋 
●飛躍の年にしたい。 

★亀井彰宏 
●ケガや病気をしないこと。 

 一つでも多く仕事を覚えるこ

 
 ★齊藤澄夫 

●消防人生無事ゴール出来るよう頑張ります。 

★木下良輔 

★今村 清 
●早いもので、４度目の年男を迎えることにな

りました（笑）。今年も健康に気をつけながら、

家族や職場のみなさんといつも笑顔でいられる

よう努力をし、また趣味のエギングにも一層力

を入れ、楽しく幸せな一年にしたいと思います。 
 

★Ｓ26 年生まれ  ★Ｓ38 年生まれ   ★Ｓ50 年生まれ   ★Ｓ62 年生まれ 
●抱負   ▲ 今ハマっていること・関心事 


